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令和２年３月６日 

独立行政法人自動車事故対策機構 

被害者援護部 中野 

電 話 ０３－５６０８－７６２０

 

令和元年度「ＮＡＳＶＡ交通遺児友の会」 

書道コンテスト優秀作品の決定について 

 

 

独立行政法人自動車事故対策機構（ＮＡＳＶＡ）では、交通遺児等へ無利子貸付によ

る支援を行うとともに、健全な育成を推進するため、交通遺児等とその家族を会員とし

た「自動車事故対策機構交通遺児友の会」（以下「友の会」という。）を設置しています。

友の会活動の一環として、４２回目のコンテストを実施し、審査の結果、下記のとお

り、優秀作品を決定しました。 

 

記 

 

１．審査結果 

全国の友の会の会員から、４２９作品の応募がありました。 

厳正なる審査の結果、「《別添①》令和元年度ＮＡＳＶＡ交通遺児友の会書道コンテス

ト入賞者一覧」のとおり決定いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<作品についてのコメント> 

 私は接する時自分を完全に相手に合わせて接していました

が、「絆」の 11 画目の様に「自分を曲げず、自然体で接する事

ができる関係」が本当の絆の証だと感じました。これからも

「絆」を築いていける様な人になりたいです。 

最優秀賞 

（国土交通大臣賞） 

兵庫県 中学校３年生 

中村
なかむら

 友
ゆ

貴
き

歩
ほ

さん 

「 絆 」 



 

 

２．令和元年度「ＮＡＳＶＡ交通遺児友の会」書道コンテストについて 

   課  題 

「私の好きな一文字」 

 

   応募部門 

 小学校低学年以下の部（２年生以下の方。未就学の児童を含む） 

 小 学 校 中 学 年 の 部（３・４年生） 

      小 学 校 高 学 年 の 部（５・６年生） 

     中 学 生 の 部 

     高 校 生 の 部 

     フ ァ ミ リ ー の 部（上記以外の会員） 

 

   応募要件  

一般的な半紙に毛筆・縦書きで漢字一字を書く。 

小学校低学年以下の部のみ、ひらがなの応募も可。 

     

３．主催・後援・協賛 

主 催：独立行政法人 自動車事故対策機構 

後 援：国 土 交 通 省 

協 賛：公益財団法人 交通遺児等育成基金 

公益財団法人 交通遺児育英会 

全国トラック交通共済協同組合連合会 

 

 

なお、表彰式につきましては、今般の「新型コロナウイルス感染症」拡大防止を踏ま

え、表彰式は中止することとしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

優秀賞 

（独立行政法人自動車事故対策機構理事長賞）

大分県 小学校４年生 

廣
ひろ

道
みち

 名咲
め い さ

さん 

「  前  」 

優秀賞 

（公益財団法人交通遺児等育成基金会長賞）

岡山県 小学校６年生 

平野
ひ ら の

 真瑚
ま こ

さん 

「  真  」 

優秀賞 

（公益財団法人交通遺児育英会会長賞） 

熊本県 高校１年生 

新村
にいむら

 美
み

月
づき

さん 

「  翔  」 

<作品についてのコメント> 

いつも前向き（ポジティブ）に、常に前に進んで行きたいという気持ちを表したくて”前”

と言う字を選びました。 

<作品についてのコメント> 

名前の中に真という文字があるから。 

<作品についてのコメント> 

 お母さんが嵐の大ファンで、特に櫻井くんが好きなので翔という字にしました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別添資料 

《別添①》 

･令和元年度ＮＡＳＶＡ交通遺児友の会書道コンテスト入賞者一覧 

《別添②》 

･令和元年度ＮＡＳＶＡ交通遺児友の会書道コンテスト審査を終えて 

 

優秀賞 

（全国トラック交通共済協同組合連合会会長賞） 

岩手県 小学校２年生 

岩崎
いわさき

 楓乃
か の

さん 

「  花  」 

<作品についてのコメント> 

わたしは、お花が大すきです。お花を見るとしあわせなきもちになり、つらいことも、わ

すれられるからです。とてもきれいな花をそだてていきたいです。 



（ 敬 称 略 ）

最 優 秀 賞 （国土交通大臣賞）

兵 庫 県 中 学 校 ３年 中村
なかむら

友
ゆ

貴
き

歩
ほ

「 絆 」

優 秀 賞 （独立行政法人自動車事故対策機構理事長賞）

大 分 県 小 学 校 ４年 廣道
ひろみち

名咲
めいさ

「 前 」

（公益財団法人交通遺児等育成基金会長賞）

岡 山 県 小 学 校 ６年 平野
　ひらの

真瑚
　まこ

「 真 」

（公益財団法人交通遺児育英会会長賞）

熊 本 県 高 校 １年 新村
にいむら

美月
みづき

「 翔 」

（全国トラック交通共済協同組合連合会会長賞）

岩 手 県 小 学 校 ２年 岩崎
いわさき

楓乃
　かの

「 花 」

金 賞 （小学校低学年以下の部）

大 分 県 小 学 校 １年 廣道
ひろみち

有咲
ありさ

「 み 」

（小学校中学年の部）

山 梨 県 小 学 校 ３年 森
もり　

絢叶
あやか

「 進 」

（小学校高学年の部）

栃 木 県 小 学 校 ５年 増渕
ますぶち

蓮
れん

「 誠 」

（中学生の部）

大 阪 府 中 学 校 1年 鈴木
すずき

拳心
けんしん 「 拳 」

（高校生の部）

徳 島 県 高 校 1年 笠原
かさはら　

優香
　ゆうか

「 夢 」

　　　　令和元年度ＮＡＳＶＡ交通遺児友の会
　　　　　書道コンテスト入賞者一覧表

《別添➀》



銀 賞 （小学校低学年以下の部）

兵 庫 県 小 学 校 ２年 梶井
かじい　

湧心
ゆうしん

「 月 」

岡 山 県 小 学 校 ２年 井上
いのうえ　

純寧
あやね

「 気 」

山 口 県 小 学 校 １年 吉岡
よしおか　

美陽
みはる

「 本 」

（小学校中学年の部）

東 京 都 小 学 校 ４年 「 猫 」

滋 賀 県 小 学 校 ４年 小堀
こぼり　

龍也
りゅうや

「 十 」

山 口 県 小 学 校 ４年 髙橋
たかはし　

哉汰
かなた

「 球 」

（小学校高学年の部）

埼 玉 県 小 学 校 ６年 「 挑 」

茨 城 県 小 学 校 ５年 中村
なかむら

真三虎
　　まさと

「 海 」

大 阪 府 小 学 校 ６年 藤本
ふじもと

旭
あさひ

「 羽 」

（中学生の部）

富 山 県 中 学 校 １年 中島
なかしま　

みちる 「 縁 」

埼 玉 県 中 学 校 ２年 「 道 」

大 阪 府 中 学 校 ２年 笈田
おいだ

倫
りん

歩
ほ

「 健 」

（高校生の部）

北 海 道 高 校 １年 伊香
いこう

幸則
ゆきのり

「 貫 」

新 潟 県 高 校 １年 白井
しらい　

茉莉子
　　まりこ

「 笑 」

愛 知 県 高 校 １年 長江
ながえ

彩花
あやか

「 雅 」

銅 賞 （小学校低学年以下の部）

北 海 道 小 学 校 ２年 山根
やまね

希帆
きほ

「 音 」

北 海 道 小 学 校 １年 城田
しろた

蓮
れん

「 空 」

新 潟 県 小 学 校 ２年 佐藤
さとう

陽菜
　　ひなか

香 「 心 」

神奈川県 ５歳 新井
あらい

陽
ひ

依
よ

莉
り

「 り 」

山 梨 県 ６歳 森
もり

琴
こと

叶
か

「 叶 」

山 梨 県 ５歳 青柳
あおやぎ

清音
きよね

「 き 」

三 重 県 小 学 校 １年 木塚
きづか

彩希
さき

「 希 」

広 島 県 ５歳 「 日 」

岡 山 県 小 学 校 １年 片山
かたやま

謙心
けんしん

「 正 」

高 知 県 ６歳 西原
さいばら

蒼
そうすけ

亮 「 虫 」

（小学校中学年の部）

宮 城 県 小 学 校 ４年 城内
じょうない

優悟
ゆうご

「 光 」

　匿名希望

　匿名希望

　匿名希望

　匿名希望



福 島 県 小 学 校 ３年 中武
なかたけ

亜
あ

寿
す

加
か

「 川 」

千 葉 県 小 学 校 ４年 藤田
ふじた

明里
あかり

「 明 」

栃 木 県 小 学 校 ４年 「 新 」

山 梨 県 小 学 校 ３年 青柳
あおやぎ

伊織
いおり

「 伊 」

兵 庫 県 小 学 校 ４年 梶井
かじい

心
　み

結
ゆ

「 星 」

滋 賀 県 小 学 校 ４年 小堀
　こぼり

かんな 「 花 」

滋 賀 県 小 学 校 ４年 岡田
おかだ

天
てん

星
しょう

「 進 」

鳥 取 県 小 学 校 ３年 岡村
おかむら

　直以
なおい

「 大 」

山 口 県 小 学 校 ３年 「 感 」

（小学校高学年の部）

宮 城 県 小 学 校 ５年 「 夜 」

福 島 県 小 学 校 ６年 「 秋 」

長 野 県 小 学 校 ５年 金児
かねこ

ゆず 「 教 」

東 京 都 小 学 校 ６年  小田切
　おだぎり　

かのん 「 道 」

東 京 都 小 学 校 ６年 武田
たけだ　

侑衣
　ゆい

「 希 」

神奈川県 小 学 校 ６年 新井
あらい

朝
あさ

陽
ひ

「 龍 」

埼 玉 県 小 学 校 ６年 頂
ちょう

龍司
りゅうじ

「 友 」

愛 知 県 小 学 校 ５年 柴田
しばた

花
　かりん

林 「 伸 」

熊 本 県 小 学 校 ５年 松永
まつなが

純輝
じゅんき

「 夢 」

大 分 県 小 学 校 ６年 「 芽 」

（中学生の部）

群 馬 県 中 学 校 １年 榎本
えのもと

冬
とう

輝
き

「 魂 」

愛 知 県 中 学 校 ２年 「 星 」

岐 阜 県 中 学 校 ２年 杉江
すぎえ

玲奈
れいな

「 服 」

大 阪 府 中 学 校 ２年 藤本
ふじもと

晴
はる

「 花 」

鳥 取 県 中 学 校 ３年 鵜飼
うかい

龍騎
りゅうき

「 永 」

山 口 県 中 学 校 １年 「 和 」

徳 島 県 中 学 校 １年 「 闘 」

福 岡 県 中 学 校 ３年 「 鷹 」

熊 本 県 中 学 校 １年 松永
まつなが

ゆら 「 輝 」

大 分 県 中 学 校 １年 河野
かわの

莉子
りこ

「 温 」

（高校生の部）

北 海 道 高 校 １年 西村
にしむら

澪
しずく

「 燦 」

長 野 県 高 校 ３年 「 品 」

東 京 都 高 校 ２年 「 凱 」　匿名希望

　匿名希望

　匿名希望

　匿名希望

　匿名希望

　匿名希望

　匿名希望

　匿名希望

　匿名希望

　匿名希望

　匿名希望



東 京 都 高 校 ３年 「 幸 」

静 岡 県 高 校 ２年 「 奏 」

三 重 県 高 校 ２年 中村
なかむら

亮太
りょうた

「 巓 」

大 阪 府 高 校 ３年 藤本
ふじもと

駿
しゅん

「 志 」

滋 賀 県 高 校 １年 河井
かわい

勇
ゆう

人
と

「 感 」

滋 賀 県 高 校 ２年 金田
かなた

実樹
みき

「 愛 」

和歌山県 高 校 ３年 「 令 」

ファミリー賞

北 海 道 西村
にしむら　

玲子
れいこ

「 龍 」

富 山 県 殿谷
とのや　

朋美
ともみ

「 旅 」

東 京 都 後藤
ごとう　

秀子
ひでこ

「 藍 」

神奈川県 新井
あらい　

李江
　りえ

「 幸 」

愛 知 県 柴田
しばた　

夕子
ゆうこ

「 続 」

岐 阜 県 杉江
すぎえ　

磨紀
まき

「 美 」

京 都 府 長町
ながまち　

理江
りえ

「 初 」

滋 賀 県 「 愛 」

香 川 県 「 晴 」

香 川 県 「 冬 」

　匿名希望

　匿名希望

　匿名希望

　匿名希望

　匿名希望

　匿名希望



《別添②》 

令和元年度ＮＡＳＶＡ交通遺児友の会書道コンテスト審査を終えて 

 

塙 雲峰（正守） 審査委員 （一般財団法人書海社 理事、日本書道家連盟 副会長） 

 「書道コンテストに想う」 

花、絆、山、川など、一字を見ただけでもその物や情景まで表現される漢字は、素晴らしい文字

文化です。三年に一回行われる自動車事故対策機構交通遺児友の会の書道コンテストは、この大切

な書道を守って行こうとする立派な行事です。 

 今回のコンテストには二歳の幼児からお母さんまで４２９名のかたが応募されました。幼児のか

たは、一人では書き方もわかりませんので、お母さんから指導を受け、一生懸命書かれた様子もう

かがえる作品もあり、ほのぼのといたしました。 

 作品の下には、その字を選んだ目的や意味のコメントが書き添えられており、書としての技量と

その人の心が伝わり、一点一点丁寧に時間をかけて審査をさせていただきました。それぞれの個性

があり、書かれたかたの願いがあります。 

 今回の作品は一字だけを書くことにされたのも、意味が明確に伝わり、見る人を感動させること

になりとてもよい企画だと思いました。 

 近年、学校教育の中でも筆を持つ機会が極めて少なくなった中で、交通遺児友の会の書道コンテ

ストは、とても立派な教育であります。 

 このような催しがあることは知っていてもつい出されなかった方々が、今回は積極的に出品さ

れ、前回よりも多い出品となりました。 

次回また心温まる作品に出会えることを楽しみにしています。 

 

 

池田 美知子 審査委員 （公益財団法人日本習字教育財団 布施支部長）  

 「色紙作品の審査に当たって」 

一文字での表現は難しいのではと思いつつ、審査室へ入りましたら部屋一杯に並べられた作品の

数々に驚きました。 

 低学年の人は好きな文字を楽しく元気よく書いた作品が多く、高学年の人達は語意の深い文字を

選び、心をこめて作品を仕上げていました。やさしい字、大胆な字、各々個性のある字と皆さんの

いろいろな作品に触れてすがすがしい気持ちになりました。 

日常では筆で書く機会は少なくなっていますが、大きな筆で大きな文字を書くことが、一番の脳

トレと言われています。体全体を使い勢いよく大字を書くのは気持ちのよいものです。皆さんも好

きな文字をいっぱい書いて読み書きを好きになってください。 


